
1. はじめに 

交通管制において，「OD（Origin-Destination）交通

量」は重要な基礎データの 1 つである．しかしなが

ら，一般的な OD 交通量は，アンケート調査等で推

定されており，必ずしも高精度で把握されていると

はいえない．一方，高速道路上では近年 ETCが急速

に普及し，ETC 車両に限れば OD 交通量データを正

確かつ大量に得られる環境が整いつつある．このよ

うな背景のもと，個人情報を含まない統計的に処理

された ETC 統計データとオン/オフランプの流入/流

出交通量を用い，車種別時間帯別にランプ間 OD 交

通量を推定する方法 1)が提案されているが，観測区

間交通量との整合性が課題とされている．本研究は，

阪神高速道路を対象に，先行研究 1)で提案された車

種別時間帯別ランプ間 OD 推定モデルに，観測区間

交通量との誤差の最小化を目的関数に付加すること

で推定精度の向上を目指すものである． 

 

2. 観測区間交通量を考慮した車種別時間帯別ラン

プ間 OD 推定モデルの定式化 

2.1  対象ネットワークと観測データ 

 本研究では，阪神高速道路の交通管制での利用を

前提に，車種別時間帯別ランプ間 OD 推定モデルを

構築する．阪神高速道路での営業上の車種は，普通/

大型の2種類であるため，本研究もこの定義に従う．

また，推定の時間帯幅は 1時間とする． 

 阪神高速道路上では，オン/オフランプでの車両検

知器による観測流入/流出交通量データ，料金所での

車種判別装置による車種判定データ，オン/オフラン

プ間に設置されている車両検知器による区間交通量

や空間平均速度などが観測されている．本研究では

これらも活用する． 

 

2.2  交通量観測データ 

 流入交通量は，車両検知器と車種判別装置のデー

タから車種別時間帯別に，流出/区間交通量は車両検

知器のデータから車種区分なく時間帯別に求める．

なお，阪神高速道路では，いくつかのオフランプで

車種判別装置により車種判別データを取得しており，

先行研究では，観測されている場合はそれを，され

ていない場合には近隣のデータを用いて補完しなが

ら流出交通量も車種別に処理していた．しかし，多

くの車種別流出交通量データが補完されたものであ

り，必ずしも信頼性の高いデータではなかった．ま

た，データクリーニングが非常に複雑なため，本研

究では流出交通量については車種区分をせず，全車

交通量として扱う．ETCデータは，オン/オフランプ，

流入/流出時間，車種情報別に集計された統計データ

を用いる．  

2.3 ランプ間 OD 推定モデルの定式化 

 表-1 に本研究で用いる変数・定数定義を示す．も

し ETC により計算されるg����が全車両のそれと同等

であるならば，y����とg����には以下の関係が成立する． 

      y���� = g���� ∙ ∑ y��′���′  ∀i, s, k     (1) 

また，OD 交通量と流入/流出/区間交通量には，次の

関係が成立する． 

   ∑ y����� = o��� ∀i, s, k    (2) 

   ∑ ∑ r�����  ∑ y������ = d�� ∀j, t, k      (3) 

      ∑ ∑ q����� ∑ y� ������ = v�� ∀t, a      (4) 

これらの関係式を用いて，車種別車種別ランプ間 OD

推定モデルを定式化し，以下に示す．モデルは，推

定計算の容易さを考慮し，最小二乗法を用いた手法

を適用している．先行研究では，車種別に推定を行

っていたが，流出交通量および区間交通量について，

車種分類することが困難であるため，2車種の一括推

定を行う． 
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 目的関数の第１項は，ETC 統計データから求めら

れる既存オフランプ選択確率g����から計算される時

間帯別車種別 OD 交通量と推定交通量との誤差の二

乗和であり，第 2項から 4項はそれぞれ式(2)から(4)

の関係式に基づいた，観測流入/流出/区間交通量と推

定交通量との誤差の二乗和となっている．なお，推

定に用いる時間帯別区間利用率q�����は，車両検知器

から得られる空間平均速度を利用しタイム・スライ

ス法で算出する．車種別時間帯別のオンランプごと

のオフランプ選択確率g����，オフランプの流出時間

帯割合r����は ETC 統計データから算出する． 

 

3. モデルの OD 推定精度検証 

構築したランプ間 OD 推定モデルの精度検証のた

めに，阪神高速道路 3 号神戸線上り路線（大阪方面

行き）の 2007 年 5 月の 1 カ月間（ETC 平均利用率

62.7％）の実データを用いてランプ間 OD推定精度の

検証を行う．対象区間が比較的短い（全長約 37km）

ため，データの信頼性を考慮し流入から流出までの

所要時間が 3 時間帯以上の車両については分析から

除外している．また，区間交通量は，渋滞が頻発す

るなど，全体に与える影響の大きい柳原入-京橋出，

深江出-芦屋入，尼崎西出-大和田出の 3区間を考慮す

る．なお計算結果については，講演時に示す． 

 

4. おわりに 

 本研究では，先行研究での課題である区間交通量と

の整合性を確保するため，新たに観測区間交通量を考

慮した車種別時間帯別OD推定モデルの構築を行った．

今後，構築したモデルについて精度検証を行うととも

に，観測データの信頼性係数についても検証していく

予定である． 

 本研究により，従来のアンケート調査と比べ，精度

の高いOD交通量が比較的容易に推定可能となり，よ

り的確な高速道路上での交通管制が可能と考える． 
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表-1 変数・定数定義 

y���� 時間帯 s にオンランプ i から流入した車種 k 
の車両の内，オフランプ j から流出する交通量

（未知変数の OD交通量）．    

g���� 時間帯 s にオンランプ i から流入した車種 k 
の車両のオフランプが j である割合．     

r���� 時間帯 s にオンランプ i から流入した車両が時

間帯 t にオフランプ j を流出する割合．     

q����� 時間帯 s にオンランプ i から流入した目的

オフランプ j の車両が時間帯 t に区間 a の
観測地点を通過する確率（時間帯別区間利用

率）．    

o���∗  時間帯 s にオンランプ i から流入した車種 k 
の交通量の観測値     

d��∗  時間帯 t にオフランプ j から流出した交通量の

観測値. 

v��∗  時間帯 s に区間 a を通過した交通量の観測

値．    

α���� 
β��� 
γ�� 
η�� 

観測データの信頼性を考慮するための重み． 

同上．    

同上．    

同上．    
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